
私の留学体験記 

 

広島県立御調高等学校　２年　髙垣　凛 
留学期間　令和５年 10月 24日　～　令和５年 11月 4日（12日間） 
留学先　新北市立秀峰高級中學（新北市，台湾） 
 
僕は初めて飛行機に乗るので最初は楽しみでした。乗ると頭が痛くなりましたが、空からの景

色はとても綺麗でした。台湾の空港へ着くと秀峰、明徳の校長先生や、学校関係者の方達が出迎

えてくれました。とても明るく出迎えてくれたので気持ちがよかったです。そこでみんなで写真

を撮りました。空港から秀峰高級中学へ行きました。そこでも日本に留学へ来た子やお世話係の

子達が出迎えてくれました。台湾の人達はあたたかいなと思いました。会議室みたいな所で大勢

でお昼ご飯を食べました。食後に、クラスに行き挨拶をしました。クラスの子が明るく拍手など

をしてくれて嬉しかったです。お菓子もくれました。日本のお菓子もくれましたが、形や味が少

し違いました。夜になり校長先生や学校関係者、留学生、ホームステイの方達とレストランへ行

きました。そこで、お互いの校長先生が挨拶をし、僕達も前へ出て秀峰高級中学のＰＴＡ会長か

らモバイル充電をもらいました。充電がなかったので嬉しかったです。次の日学校に行ってみん

なと授業を受けた時、台湾の子は授業中食べ物も食べてスマホも使っていて日本の学校と違うな

と思いました。夜は夜市に連れて行ってもらいとても楽しかったです。夜市は少し独特な匂いが

しました。その他、台北 101や中正紀念堂など色々な夜市や場所に連れて行ってもらいとても楽
しかったです、残りの日にちが少なくなるにつれ、帰りたくないと思っていましたが、日本の友

達に会いたかったです、最終日にはみんなの前で歌を歌いました。とても緊張したけどとても楽

しかったです。人前に立つのは得意だと思っていたけど大人数の前で歌うことなどしたことがな

くて不安でした。留学生 5人で何を歌うかなど色々考えたり練習して、本番に上手くいって良か
ったと思います。行事が終わり会議室に集まると留学に来た時からの写真などをみんなで振り返

って見ていました。そこでお世話係と、ホストファミリーをしてくれた Andyが泣いていて別れ
るのが寂しいなと思いました。僕は泣かないと思っていたけど、バスに乗り秀峰を離れていくと

涙がいっぱい出ました、僕は台湾へ留学へ行って様々な経験ができて、貴重な時間だったなと思

いました。 
次日本に来る留学生には、僕が台湾で親切にしてもらった以上に恩返しをしたいです。来てく

れた台湾の学生みんなが楽しかったと思えるように接したいです。 


